
商品に関するお問い合わせは、ケイミューホームページからお願いいたします。

https://www.kmew.co.jp/inquiry/
2025.11

※１ 断熱材はロックウール又はグラスウールに限る。
※2 下地間隔が606ｍｍを超える場合、補強ビスを留付けます。補強ビス位置にはスペーサー15が必要です。
※3 強化せっこうボードとサイディングの接合部横方向がそれぞれ重ならないように施工してください。
　　図中の※4の寸法は、接合部横方向が重ならないための強化せっこうボード1段目の幅寸法例です。
　　なお、接合部縦方向の重なりは問題ありません。
※5 防水性･防かび性を付加した強化せっこうボードですが、施工後2週間以内に透湿防水シートを施工してください。

※下地間隔が606ｍｍを超えて910ｍｍ以下の場合、表面ビス留め補強が必要になります。

■認定概要

防火構造 外壁
（非耐力壁）

認定区分

セラディール・
親水パワーコート16

適用商品（横張りのみ）

PC030NE-3915（1）

PC030NE-3915（2）

認定番号

なし

あり

断熱材
ロックウール・グラスウール又はなし

外装材の表面補強ビス

Ｗ≦606　　　：不要
606＜Ｗ≦910 ：必要
（Ｗ＝下地間隔）

■外装材の設計耐風圧性能値と耐風補強工法
下地間隔（Ｃ形鋼の間隔）を606ｍｍ～910ｍｍとした場合の設計耐風圧性能値はWEBサイトにてご確認ください。
標準工法では性能値が不足する場合、又は施工高さが16ｍを超える場合は耐風補強工法とします。

屋内側被覆が不要な省施工の外壁防火構造認定
・最大910mm の下地間隔で工期短縮&コスト削減。※

・シンプルな内装仕上げの工場、倉庫、店舗、事務所などにおすすめ。

詳しくは外壁 防耐火構造認定サイトの
鉄骨造防火構造認定<内装材指定なし>ページをご覧ください。

縦胴縁（外装材目地部）

縦胴縁（外装材一般部）
C-75×45×15×2.3～3.2以上

ビス又は釘留め
（間隔＠455以下）

ハット型ジョイナー

シーリング

横張り用通気金具（15mm）平板用
又はロング通気金具（15ｍｍ）

横張り用通気金具（15mm）スターター
又はロングスターター

両面防水テープ

表面補強ビス※2

スペーサー15※2

（表面補強ビス位置）

45
5

（
30
3）
※
4

強化せっこうボード
（防水・防かびタイプ）※3、※5

12.5mm厚以上 サイズ910×1820mm
（不燃材料：NM-1498）

窯業系サイディング
セラディール・
親水パワーコート16※3

透湿防水シート

内装材
指定なし

あり又は
なし※1

断熱材

屋内側

屋外側

（　）の数値は割付の参考値

910以下

910以下

910以下

土台水切り70

鉄骨造防火構造認定
〈内装材指定なし〉
横張り・下地間隔拡大仕様


